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  ２００５年５月の低濃度ＰＣＢ汚染物対策検討委員会 低濃度PCB汚染物に関する原因究明調査報告書 

 １０．２汚染範囲の特定について  において、 

 「再生絶縁油が生産停止された１９９０年２月以降に製造された新油絶縁油は、製造段階においてＰＣＢが 

混入する可能性はない。」と報告されていること等から、２００３年11月の日本電機工業会(JEMA)の報告書の 

通り、ＪＥＭＡに加盟する油入電気機器を製造するメーカの１９９０年以降製造の電気機器は、出荷時点に 

おいて、微量ＰＣＢの混入はないと判断しています。 

  

 尚、１９９０年は過渡期であり、１９９０年何月からは混入する可能性はない、とホームページなどで説明 

している会社もあります。 

 

また、前述の原因究明調査報告書において「合成絶縁油メーカー（１社）が１９７４年から１９９０年までの間、 

再生絶縁油の製造設備と新油合成絶縁油の製造設備を共有しており混入する可能性がある」と報告されて 

いること等から、合成油を使用するコンデンサメーカの中には、１９９１年以降は混入する可能性はない、と 

ホームページなどで説明している会社もあります。 

 

以上は、油入電気機器を製造するメーカの出荷時点に関する判断ですが、機器の現在の状態については、

コンデンサとコンデンサ以外の機器では判断が異なります。 

 

コンデンサは一般的に絶縁物に係る保守を行わない機器のため、保守を行っていなければ現在も出荷時点 

と同じく、微量ＰＣＢの混入はないと判断しています。 

 

コンデンサ以外の油入電気機器は、出荷後に絶縁油に関わる保守を行うことがある機器のため、保守を 

行っていれば、保守に使用した油や機材に微量のＰＣＢが混入している場合に、出荷時点と異なり現在は、 

微量ＰＣＢ混入の可能性を完全には否定することが出来ないと判断しています。 

 

  尚、下記のメーカ２社は、製造した一部の機器については、１９９４年までに出荷した機器に、１９８９年以前

に購入した新油絶縁油を使用したものがあり、それぞれ「ＰＣＢの混入の可能性は極めて少ない」、あるいは 

「１９８９年以前の絶縁油（新油）を使用した」旨を、ホームページなどで説明しています。 

 

 富士電機： 

http://www.fujielectric.co.jp/about/csr/other/econews_pcb_050905.html 
1990年～1994年までに生産した油入り電気機器 混入の可能性は極めて少ない(注) 

(注) 一部 1989年以前に購入した絶縁油(新油)が封入されている機器があります。 

 

 

 

参考資料３ 

http://www.fujielectric.co.jp/about/csr/other/econews_pcb_050905.html


高岳製作所： 

http://www.takaoka.co.jp/challenge/rsh_kekka_ad.html#240221 
【対象製造番号】  

機器銘板の製造年が 1990年から 1993年までで、製造番号のはじまりの文字が「ST８」、「ZT８」に 

該当した場合のみ今回のお知らせの対象です。 

 

 

 

現在の取り組みについて 

 

ＪＥＭＡに加盟する油入電気機器を製造するメーカ各社は、購入した絶縁油製造者のＰＣＢ不含証明書を 

入手するとともに、ＰＣＢ含有の有無を確認する受け入れ検査を現在も継続して行っています。 

 

合わせて、お客様対応窓口での電話、メール対応とホームページにおいて、出荷時点における微量ＰＣＢ 

混入の可能性有無についてなどの情報提供をしています。 

 

以上 

http://www.takaoka.co.jp/challenge/rsh_kekka_ad.html#240221

